


 

 

 

は じ め に 

 
目黒区教育委員会では、次代を担う子どもたちが、確かな学力を身に付け、心豊かに、健やか

に成長することを目指し、平成１５（2003）年２月に、区の学校教育施策に関する中期計画として

「めぐろ学校教育プラン」を策定しました。策定後も、学校教育を取り巻く社会状況の変化等を捉

え、その時々の課題に的確に対応していくために見直しを重ね、学校教育の発展・充実を図ってき

たところです。 

 Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０時代が到来し、新型コロナウイルス感染症の影響による「新しい生活様式」の中で、

子どもたちを取り巻く学習環境は急激に変化しており、国が掲げる「ＧＩＧＡスクール構想」に基づ

き、令和３（2021）年２月に整備完了した区立小・中学校の児童・生徒１人１台の学習用情報端末

の活用など、新しい時代の学びへの対応が求められています。 

こうした状況の変化を踏まえるとともに、令和３（2021）年３月に策定した区の新たな基本構想

をはじめとした長期計画との整合を図りながら、区民の皆さまの学校教育への期待に的確に応え

ていくため、この度「めぐろ学校教育プラン」を改定しました。改定に当たっては、パブリックコメン

トにおいて、保護者・学校関係者をはじめ区民の皆さまから多くのご意見・ご提案をいただきまし

たことに心から感謝申し上げます。 

新たなプランでは、平成１８（2006）年度の改定時に大きな目標として定めた「目指す子ども像」

と「目指す学校像」を継承するとともに、一部の区立小学校で実施している「４０分授業午前５時間

制」の拡充、ＧＩＧＡスクール構想に基づくＩＣＴを活用した教育の推進、学校施設の計画的な更新、

南部・西部地区の区立中学校の統合、地域全体で子どもたちの成長を支える体制の構築に向け

た取組など、今後大きく展開していく施策を盛り込みました。 

これらの施策を通じて、子どもたちが予測困難な時代をたくましく生きる力を身に付けられるよ

う、また、皆さまのご理解・ご協力をいたただきながら、学校・家庭・地域が一体となり、よりよい学

校教育を通じてよりよい社会を創ることができるよう、本プランに基づいた取組を着実に進めてま

いります。 

 

 

令和４（２０２２）年３月 

目黒区教育委員会教育長 

関根 義孝 
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１ 位置付け

○ めぐろ学校教育プラン（以下「学校教育プラン」という。）は、目黒区教育委員会の教育目標・基本方針

を学校教育において実現するための計画です。

○ 学校教育プランは、区の長期計画の補助計画として位置付けられており、「目黒区教育に関する大綱」

や他の関連計画との整合を図ります。

＜位置付けのイメージ＞

２ 計画の期間

令和４（2022）年度から令和８（2026）年度までの５か年とします。

ただし、国の制度改正や社会状況の著しい変化があった場合は、必要に応じて見直しを行います。ま

た、年度ごとに各実施策の進捗状況を確認し、実施策ごとの方向性や学校教育プランの有効性などを検

討していきます。

第１章 めぐろ学校教育プランの概要
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目黒区の学校教育

English Education Experience

■ALT（外国語指導員）の
年間を通した派遣

■「目黒区外国語教育モ
デルカリキュラム」の活用

■英語４技能検定試験
の実施

■課外プログラム
イングリッシュ・キャンプ 

⇒14 ページへ

■目黒区学力調査

■ ・
「新学習指導要領を踏まえ
た指導資料」（区独自資料）
の活用

■放課後等における補習授業

■

⇒10・11 ページへ

■連合音楽会

■音楽鑑賞教室

■演劇鑑賞教室

■連合展覧会

■連合体育大会

■自然宿泊体験教室
八ヶ岳林間学園 
興津自然学園 等 

⇒20・21 ページへ

様々な体験学力向上外国語教育

● 特色ある教育課程 ●
二期制の特色を生かした学校行事の実施等、教育活動を工夫し、創意あふれた

学校づくりを進めています。

■二期制（前後期各１００日程度）

■夏季休業日の短縮（5 日間）

■40 分授業午前 5 時間制の推進（小学校）

● 目黒区版 ＧＩＧＡスクール構想 ●
児童・生徒が「いつでも」「どこでも」「だれとでも」自分に合った方法で、学習を

進めることができるよう、学習用情報端末を 1人 1台、キーボード付きのカバーやペン
と共に貸与しています。また、通信回線は携帯電話の回線を採用していますので、家庭
や校外など、どこでもオンラインによる学習ができます。
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３ 進め方

施策は、①単年度で実現を図るもの ②複数年度にわたるもの ③全校一斉に実施するもの ④各学

校の教育計画に基づき選択して実施していくものなど様々です。毎年度、各学校の希望や実施状況等を

判断し、予算編成等を通じて具体化を図っていきます。

また、これまで学校教育プランに基づき推進してきた施策で、その取組が既に定着しているものは、今

回の改定で掲げていないものもありますが、必要な施策は継続して取組を進めていきます。

さらに、本プランの実効性を高めるため、定期的に各施策の取組状況を検証し、必要に応じて施策の

改善・見直しを行います。

学校教育プランは、これを公表することにより説明責任を果たし、教育委員会や学校が推進していく施

策や教育活動に対する家庭、地域等からの理解・協力を得ていくものです。本区が進める教育の目的や

意義を共有し、学校、家庭、地域が一体となって、共に「めぐろの子ども」をはぐくむ施策を総合的に推進

していきます。

「目指す子ども像」・「目指す学校像」という目標に向け、７つの取組の方向、３２の推進施策、

６２の推進事業、１２１の実施策に基づき教育施策を推進します。

(32) （62） （121）



- 3 - 

目黒区の学校教育

English Education Experience

■ALT（外国語指導員）の
年間を通した派遣

■「目黒区外国語教育モ
デルカリキュラム」の活用

■英語４技能検定試験
の実施

■課外プログラム
イングリッシュ・キャンプ 

⇒14 ページへ

■目黒区学力調査

■ ・
「新学習指導要領を踏まえ
た指導資料」（区独自資料）
の活用

■放課後等における補習授業

■

⇒10・11 ページへ

■連合音楽会

■音楽鑑賞教室

■演劇鑑賞教室

■連合展覧会

■連合体育大会

■自然宿泊体験教室
八ヶ岳林間学園 
興津自然学園 等 

⇒20・21 ページへ

様々な体験学力向上外国語教育

● 特色ある教育課程 ●
二期制の特色を生かした学校行事の実施等、教育活動を工夫し、創意あふれた

学校づくりを進めています。

■二期制（前後期各１００日程度）

■夏季休業日の短縮（5 日間）

■40 分授業午前 5 時間制の推進（小学校）

● 目黒区版 ＧＩＧＡスクール構想 ●
児童・生徒が「いつでも」「どこでも」「だれとでも」自分に合った方法で、学習を

進めることができるよう、学習用情報端末を 1人 1台、キーボード付きのカバーやペン
と共に貸与しています。また、通信回線は携帯電話の回線を採用していますので、家庭
や校外など、どこでもオンラインによる学習ができます。

- 2 - 

３ 進め方

施策は、①単年度で実現を図るもの ②複数年度にわたるもの ③全校一斉に実施するもの ④各学

校の教育計画に基づき選択して実施していくものなど様々です。毎年度、各学校の希望や実施状況等を

判断し、予算編成等を通じて具体化を図っていきます。

また、これまで学校教育プランに基づき推進してきた施策で、その取組が既に定着しているものは、今

回の改定で掲げていないものもありますが、必要な施策は継続して取組を進めていきます。

さらに、本プランの実効性を高めるため、定期的に各施策の取組状況を検証し、必要に応じて施策の

改善・見直しを行います。

学校教育プランは、これを公表することにより説明責任を果たし、教育委員会や学校が推進していく施

策や教育活動に対する家庭、地域等からの理解・協力を得ていくものです。本区が進める教育の目的や

意義を共有し、学校、家庭、地域が一体となって、共に「めぐろの子ども」をはぐくむ施策を総合的に推進

していきます。

「目指す子ども像」・「目指す学校像」という目標に向け、７つの取組の方向、３２の推進施策、

６２の推進事業、１２１の実施策に基づき教育施策を推進します。

(32) （62） （121）

第
１
章

概
　
　
要



- 5 - 

２ 目指す学校像

＜魅力と活力にあふれ、信頼される学校＞

「目指す子ども像」を実現するための基盤となる学校像を「目指す学校像」としました。

次代を担う子どもたちが、確かな学力を身に付け、心身とも健やかに育つことは、保護者、地域における

全ての人々の願いです。学校教育は、人間形成の礎となる極めて重要な役割を担っており、そこに集う子ど

もたち相互の好ましい触れ合いを土台にして、夢や希望を抱いて成長できる場として期待されています。

子どもたちが、楽しく学び、活動し、一人ひとりの子どもに応じて、確かな学力、豊かな心、健やかな体な

ど「生きる力」をはぐくむ「魅力ある学校」、子どもたちと教職員が共に生き生きと学び活動できる「活力あふ

れる学校」、学校を地域に一層開き、家庭や地域との連携・協力を重視した取組を展開し、子ども・保護者・

地域から「信頼される学校」を目指していきます。

魅力ある学校

確かな学力など子どもの

生きる力をはぐくむ学校

活力あふれる

学校

信頼される

学校

子ども・保護者・地域

から信頼される学校

子どもと教職員が

生き生きと学び

活動できる学校
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第２章 めぐろ学校教育プランで目指す子ども像・学校像

教育目標・基本方針に掲げる理念を学校教育を通して着実に実現していくために、平成１８(２００６)年度

の学校教育プラン改定で大きな目標として定めた「目指す子ども像」と「目指す学校像」は、現状においても

有効性を保つとともに、学校や保護者、地域に浸透していることから、これを継承します。

１ 目指す子ども像

＜２１世紀をたくましく生きる人間性豊かなめぐろの子ども＞

変化の激しい２１世紀においては、一人ひとりが個人として自立し、社会の一員として、それぞれの分野で

たくましく生き抜いていく力を身に付けることが求められています。

そのための基礎となる力を培う学校教育は、児童・生徒に、主体的に学習に取り組む姿勢などの学ぶ意

欲をはぐくみ、「確かな学力」を身に付けさせます。さらに、人権意識や道徳心を基底とする「豊かな心」、生

涯にわたり健康で活力ある生活を営むための「健やかな体」をはぐくみ、知・徳・体のバランスのとれた豊か

な人間性を養うことが重要な役割です。

教育委員会と学校は、学校教育プランの施策を通して、２１世紀をたくましく生きる人間性豊かなめぐろの

子どもの育成を目指します。

生涯にわたり健康な生活を

営む力など

健やかな体

基礎・基本の定着と自ら学び

考え問題解決を図る力など

自らを律しつつ、他人を思い

やる心や感動する心、前向

きに取り組む力や創造する

力など

確かな学力

豊かな心

生きる力

２１世紀をたくましく生きる人間性豊かなめぐろの子ども
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推進事業 実施策数

1) 学力調査の実施・活用 2) 指導方法の工夫・改善 6 

3) 習熟度別少人数指導の充実 4) 補助的教員による指導の充実 3 

5) 情報活用能力の育成 6) ＩＣＴ機器を活用した指導力の向上 8 

7) 英語授業の工夫・改善 8) 英語によるコミュニケーション機会の充実 4 

9) 観察・実験の充実 2 

10) 現代的な諸課題に関する教育の充実 1 

11) 人権教育の充実 12) 教職員の人権意識の啓発 13) 道徳教育の充実 14) いじめ防止の教育の充実 10

15) 国際交流事業の充実 16) 日本語指導の充実 17) 伝統と文化に関する教育の推進 6 

18) 自然宿泊体験教室事業の実施 19) 体験活動の充実 4 

20) 連合行事・鑑賞教室の実施 2 

21) めぐろ ここカラダ月間の実施 22) 体力テストの実施 2 

23) 健康課題解決に向けた事業実施 3 

24) 食育の取組の充実 25) 安全・安心な学校給食の提供 5 

26) いじめへの組織的な対応の実施・充実 4 

27) 不登校児童・生徒等の学習支援の充実 28) 教育相談体制の充実 29) 関係機関との連携強化 4 

30) 発達障害等の児童・生徒に対する支援体制の整備 31) 交流及び共同学習の充実

32) 保護者や関係機関等との連携による支援体制の充実
6 

33) 学校のＩＣＴ環境整備 34) 校務系システムの改善 2 

35) 学校図書館機能の充実 36) 区立小・中学校向け図書館サービスの実施 5 

37) 小学校・中学校間の連携・交流の充実 38) 幼稚園、こども園等と小学校との円滑な接続 5 

39) 小学校施設の計画的な更新 3 

40) トイレの環境改善 41) 校庭の整備 3 

42) 南部・西部地区の区立中学校の統合に向けた取組 1 

43) 本区の特色を生かした教育課程の編成・実施 44) 隣接学校希望入学制度 3 

45) 学校評価の実施・活用 2 

46) 職層や教育課題等に応じた研修の充実 47) 教員表彰制度の実施 3 

48) 学校を支える人員体制の充実 49) 小学校における教科担任制等の推進 50) 部活動支援の充実 4 

51) 学校・園における働き方改革の推進 3 

52) 放課後フリークラブ事業の推進 53) 放課後子ども総合プランの推進体制の充実

54) 地域全体で子どもたちの成長を支える体制の構築に向けた取組
3 

55) 安全教育の推進 56) 防災教育の充実 57) 通学路の安全確保 8 

58) 防犯・防災等の情報共有 59) 地域の協力による安全ネットワークの充実 2 

60) 児童虐待の早期発見・早期対応の徹底に向けた取組の強化 2 

61) 感染症対策の実施 62) 熱中症対策の実施 2 
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第３章 取組の方向・推進施策・推進事業・実施策

◇ 施策の体系

取組の方向 推進施策

①確かな学力の向上

⇒9 ページ

①－1 授業改善の推進

①－2 個に応じた学習指導の充実

①－3 ICT を活用した教育の充実

①－4 外国語教育の充実

①－5 理科教育の充実

①－6 今日的課題に対応した教育の推進

②豊かな心の育成

⇒16 ページ

②－1 人権教育・道徳教育の推進

②－2 国際社会に対応する教育の推進

②－３ 体験学習の充実

②－４ 連合行事等の充実

③健やかな体の育成
⇒22 ページ

③－1 体力向上に向けた取組の推進

③－2 健康教育の推進

③－3 食育の推進

④新しい時代の学校教育を

支える環境整備

⇒25 ページ

④－1 いじめ防止等の対応の充実

④－２ 不登校等への対応の充実

④－3 特別支援教育の推進

④－4 教室のＩＣＴ環境整備と校務の情報化の推進

④－5 学校図書館機能の充実と子ども読書活動の推進

④－6 就学前施設・小学校・中学校間の連携・交流の強化

⑤魅力ある学校施設への更新
⇒35 ページ

⑤－1 学校施設の計画的な更新

⑤－2 学習・生活環境の改善

⑤－３ 中学校の適正規模の確保と適正配置の推進

⑥学校内外の連携・分担に

よる学校マネジメントの実現

⇒38 ページ

⑥－1 創意工夫を生かした学校づくりの促進

⑥－２ 学校評価の活用による教育活動と学校運営の改善・充実

⑥－３ 教員の資質・能力の向上

⑥－４ 「チーム学校」の機能強化

⑥－５ 働き方改革の推進

⑥－６ 学校・家庭・地域全体で子どもたちの成長を支える体制の整備

⑦子どもの安全・安心の確保

⇒45 ページ

⑦－1 安全教育の推進と安全体制の確保

⑦－2 家庭・地域の協力による安全対策

⑦－3 学校・園における児童虐待の早期発見・早期対応の推進

⑦－4 「新しい生活様式」等における予防策の推進
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■現状・取組の必要性■

児童・生徒が個性と能力を伸ばし、社会を生き抜いていくための基盤として、児童・生徒一人ひとりの「確

かな学力」を育成します。

◇ 国は２０２０年代を通じて実現すべき「令和の日本型学校教育」の姿として、「個別最適な学び」と「協

働的な学び」それぞれの学びを一体的に充実させることを示しています。教員は「主体的・対話的で深

い学び」の実現に向け、指導内容及び方法の工夫・改善に取り組む必要があります。

◇ 「個別最適な学び」の実現に向け、指導の個別化や学習の個性化を行うなど、指導方法や指導体制

の工夫改善により、「個に応じた指導」の充実を図る必要があります。

◇ 国のＧＩＧＡスクール構想3に基づき整備した１人１台の学習用情報端末を活用し、児童・生徒の基礎

的・基本的な知識・技能や、情報活用能力4、問題発見・解決能力等の資質・能力の確実な育成を目指

します。児童・生徒が日常的に学習用情報端末を活用して、学習を進めることができるよう、これまで

の実践とＩＣＴとを最適に組み合わせ、教育の質の向上につなげていくことが求められています。

◇ 外国人の方との関わりが増えることが予想される中、児童・生徒が将来にわたり、グローバル社会で

たくましく生き抜いていけるようにするためには、英語力を身に付けさせ、積極的にコミュニケーション

を図ろうとする態度や、自らの考えや意見を論理的に説明することができる能力等を育成するなど、よ

り一層、外国語教育の充実に取り組む必要があります。

◇ 令和３（2021）年度までに実施した目黒区学力調査5結果では、理科において、平均正答率・達成率

が他の教科に比較して低い傾向が続いています。そのため、「知識・技能」の確実な定着を図る場面や、

既習事項を活用する場面を設定するなどの授業改善をさらに進める必要があります。

1 Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0…サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経
済発展と社会的課題の解決を両立する社会。
2 ＩＣＴ…Information and Communication Technology の略。情報通信技術。
3 ＧＩＧＡスクール構想…令和元（2019）年 12 月に文部科学省から発表されたプロジェクト。GIGA とは Global and 
Innovation Gateway for ALL の略。児童・生徒に１人１台の学習用情報端末と、全国の学校に高速大容量の通信ネットワ
ークを整備し、多様な子どもたちに最適化された創造性をはぐくむ教育を実現する構想。
4 情報活用能力…情報及び情報手段を主体的に選択し、活用していくための個人の基礎的資質。
5 目黒区学力調査…各学校の指導法やカリキュラムの改善及び充実を図り、学力の定着・向上を目指すことを目的に、小学
校第２学年から中学校第３学年までの児童・生徒を対象に前年度までの学習達成状況及び学習に対する意識等を調査する。

Society5.01時代の到来など、社会の変化が加速度を増し、複雑で予測困難となってきている中、一人

ひとりの児童・生徒が自分の良さや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値ある存在として尊重し、

多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、持続可能な社会の創り手となることができるよう

にすることが必要です。

また、学校教育には、「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間性等」、これら

３つの資質・能力をバランスよくはぐくむことが求められています。これらの力を児童・生徒に身に付けさせ

るためには、各教員がＩＣＴ2を効果的に活用し、「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善を図り、

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実現させることが重要です。
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◇取組の方向別の推進施策・推進事業・実施策

【参考】各推進施策・推進事業・実施策ページの見方

20 日帰り体験型英語学習事業 22の実施 【教育指導課】○小○中 新規

英語を使用する楽しさや必要性を体感し、英語によるコミュニケーション機会の充実を図るた

め、小学校第６学年全児童と中学生（希望者）を対象に、日帰り体験型英語学習を実施します。

21 中学校におけるイングリッシュ・キャンプ 23の拡大 【教育指導課】○中 拡充

大鳥中学校で実施している夏季休業中のイングリッシュ・キャンプを、全中学校第２学年生徒

（希望者）へ対象の拡大に向けた検討を進めます。

①：推進事業の通し番号、推進事業名を示します。

②：実施策の通し番号、実施策名を示します

③：ページ下部に用語解説の記載があります。

④：実施策の担当課を示します。

⑤：実施策の対象となる学校等を示します。

○幼：幼稚園 ○こ：こども園 ○小：小学校 ○中：中学校

⑥：実施策の区分を示します。

新規
＊

：新たに取り組む実施策

新規 ：既に実施している事業で、新たに学校教育プランに位置付けて推進する実施策

拡充 ：改定前の学校教育プランに掲載されている事業で拡大や充実を図っていく実施策

継続 ：改定前の学校教育プランに掲載されている事業で継続して取り組む実施策

〈実施計画事業〉 ：目黒区実施計画に掲げる事業

⑦：年度単位に取り組む内容を示します。また、前年度以前から実施し、計画期間中も継続的に行う取

組は、巻末の実施策取組一覧表で示しています。

なお、〈実施計画事業〉については、取り組む内容を示します。

８）英語によるコミュニケーション機会の充実

実施策
令和４年度

（2022）

令和５年度

（2023）

令和６年度

（2024）

令和７年度

（2025）

令和８年度

（2026）

21 中学校におけるイングリッシュ・

キャンプの拡大
検討 試行実施 拡大実施

③ ⑥⑤②

①

④

⑦
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い学び」の実現に向け、指導内容及び方法の工夫・改善に取り組む必要があります。

◇ 「個別最適な学び」の実現に向け、指導の個別化や学習の個性化を行うなど、指導方法や指導体制

の工夫改善により、「個に応じた指導」の充実を図る必要があります。

◇ 国のＧＩＧＡスクール構想3に基づき整備した１人１台の学習用情報端末を活用し、児童・生徒の基礎

的・基本的な知識・技能や、情報活用能力4、問題発見・解決能力等の資質・能力の確実な育成を目指

します。児童・生徒が日常的に学習用情報端末を活用して、学習を進めることができるよう、これまで

の実践とＩＣＴとを最適に組み合わせ、教育の質の向上につなげていくことが求められています。

◇ 外国人の方との関わりが増えることが予想される中、児童・生徒が将来にわたり、グローバル社会で

たくましく生き抜いていけるようにするためには、英語力を身に付けさせ、積極的にコミュニケーション

を図ろうとする態度や、自らの考えや意見を論理的に説明することができる能力等を育成するなど、よ

り一層、外国語教育の充実に取り組む必要があります。

◇ 令和３（2021）年度までに実施した目黒区学力調査5結果では、理科において、平均正答率・達成率

が他の教科に比較して低い傾向が続いています。そのため、「知識・技能」の確実な定着を図る場面や、

既習事項を活用する場面を設定するなどの授業改善をさらに進める必要があります。

1 Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0…サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、経
済発展と社会的課題の解決を両立する社会。
2 ＩＣＴ…Information and Communication Technology の略。情報通信技術。
3 ＧＩＧＡスクール構想…令和元（2019）年 12 月に文部科学省から発表されたプロジェクト。GIGA とは Global and 
Innovation Gateway for ALL の略。児童・生徒に１人１台の学習用情報端末と、全国の学校に高速大容量の通信ネットワ
ークを整備し、多様な子どもたちに最適化された創造性をはぐくむ教育を実現する構想。
4 情報活用能力…情報及び情報手段を主体的に選択し、活用していくための個人の基礎的資質。
5 目黒区学力調査…各学校の指導法やカリキュラムの改善及び充実を図り、学力の定着・向上を目指すことを目的に、小学
校第２学年から中学校第３学年までの児童・生徒を対象に前年度までの学習達成状況及び学習に対する意識等を調査する。
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るためには、各教員がＩＣＴ2を効果的に活用し、「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善を図り、

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実現させることが重要です。
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◇取組の方向別の推進施策・推進事業・実施策

【参考】各推進施策・推進事業・実施策ページの見方
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大鳥中学校で実施している夏季休業中のイングリッシュ・キャンプを、全中学校第２学年生徒

（希望者）へ対象の拡大に向けた検討を進めます。

①：推進事業の通し番号、推進事業名を示します。

②：実施策の通し番号、実施策名を示します

③：ページ下部に用語解説の記載があります。

④：実施策の担当課を示します。

⑤：実施策の対象となる学校等を示します。

○幼：幼稚園 ○こ：こども園 ○小：小学校 ○中：中学校

⑥：実施策の区分を示します。

新規
＊

：新たに取り組む実施策

新規 ：既に実施している事業で、新たに学校教育プランに位置付けて推進する実施策

拡充 ：改定前の学校教育プランに掲載されている事業で拡大や充実を図っていく実施策

継続 ：改定前の学校教育プランに掲載されている事業で継続して取り組む実施策

〈実施計画事業〉 ：目黒区実施計画に掲げる事業

⑦：年度単位に取り組む内容を示します。また、前年度以前から実施し、計画期間中も継続的に行う取

組は、巻末の実施策取組一覧表で示しています。

なお、〈実施計画事業〉については、取り組む内容を示します。

８）英語によるコミュニケーション機会の充実

実施策
令和４年度

（2022）

令和５年度

（2023）

令和６年度

（2024）

令和７年度

（2025）

令和８年度

（2026）

21 中学校におけるイングリッシュ・

キャンプの拡大
検討 試行実施 拡大実施

③ ⑥⑤②

①

④

⑦
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◇推進施策①－2 個に応じた学習指導の充実

６ 指導資料（「目黒区授業改善の手引き」等）の活用【教育指導課】○小○中 新規

「目黒区授業改善の手引き」、「新学習指導要領8を踏まえた指導資料」等の各種指導資料を活

用し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を推進します。

児童・生徒の興味や関心、発達や学習の課題等を踏まえ、個に応じた学習指導を充実させます。

７ 都の指導方法工夫改善加配の活用 【教育指導課】○小○中 新規

都の指導方法工夫改善加配教員を活用し、小学校は算数科、中学校は数学科・外国語科（英

語）において習熟度別少人数指導を行います。

８ 区の補助的教員の配置・活用 【教育指導課】○小○中 継続

区独自の学習指導講師9や学習指導員10を配置し、少人数指導11やティーム・ティーチング12に

よる指導を通して、個に応じた学習指導の充実を図ります。

９ 放課後等における補習教室の実施 【教育指導課】○小○中 継続

補助的教員を活用した放課後等における補習教室など、通常の授業以外での学習の機会を

設定し、学習指導の充実を図ります。

8 学習指導要領…全国のどの地域で教育を受けても、一定の水準の教育を受けられるようにするため、文部科学省が学校
教育法等に基づき定める、各学校で教育課程（カリキュラム）を編成する際の基準。直近では、平成２９（2017）年３月
に改訂された。
9 学習指導講師…基礎・基本の確実な定着を図ることをねらいとして、ティーム･ティーチング、少人数授業や様々な教育
活動への支援等を行う者（区の会計年度任用職員）。該当校種・教科の教員免許を有し、授業を担当することができる。
10 学習指導員…基礎・基本の確実な定着を図ることをねらいとして、ティーム･ティーチング、少人数授業や様々な教育
活動への支援等を行う者（区の会計年度任用職員）。原則として該当校種・教科の教員免許を有しているが、授業を担当
することはできない。
11 少人数指導…各教科等の授業において、児童・生徒が習熟度別に複数のグループを作り、それぞれに指導者がつくこと
により、個に応じたきめの細かい指導を行う授業形態・方法。
12 ティーム・ティーチング…各教科等の授業において、担当の教員とティームを組む他の教員が入り、児童・生徒の習熟
度に合わせて、担任教師を助力して行う授業形態。

３）習熟度別少人数指導の充実

４）補助的教員による指導の充実
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◇推進施策①－1 授業改善の推進

◇ 豊かな人生の実現や災害等を乗り越えて次代の社会を形成することに向けた現代的な諸課題に対

応できる資質・能力の育成が求められています。「主権者に関する教育」「消費者に関する教育」「法に

関する教育」等、時代の進展に伴う多様な教育課題について教科等横断的な視点で指導をしていく必

要があります。

児童・生徒の学力の定着状況を把握し、指導方法の工夫・改善を図ります。また、研修を充実させ、「主体

的・対話的で深い学び」 の実現に向けた授業改善を推進します。

１ 目黒区学力調査の実施 【教育指導課】○小○中 継続

小学校第２学年から中学校第３学年の児童・生徒を対象に、国語・社会・算数（数学）・理科・英

語の学力調査及び意識調査を実施し、学習の取組状況等を把握します。

２ 授業改善プラン6の作成・実施 【教育指導課】○小○中 継続

学力調査結果等を踏まえ、「授業改善プラン」を作成し、指導方法の工夫・改善に取り組み、確

かな学力の定着を図ります。

３ 学習相談・個人面談の実施と学習教材の活用 【教育指導課】○小○中 継続

学力調査結果を記録した個人票7による学習相談を実施します。また、「フォローアップワーク

シート」等を活用し、児童・生徒一人ひとりに応じた学習の充実を図ります。

４ 教育開発指定校の研究成果等の活用 【教育指導課】○幼○こ○小○中 継続

教育課題や学校等の課題の解決を図るため、教育開発指定校を指定し、指導方法等に関する

研究を推進するとともに、研究発表会等を通して、成果を区立学校・園に普及します。

５ 授業改善に関する研修の充実 【教育指導課】○幼○こ○小○中 継続

各学校・園における授業改善に関する研修を充実させるとともに、指導主事による学校・園訪

問等を実施し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた指導・助言を行います。

6 授業改善プラン…目黒区学力調査の結果を各学校において分析した上で、各学年・各教科の学習の定着状況に応じて今
年度の指導の重点や授業改善の視点を示したもの。
7 個人票…目黒区学力調査の結果について、十分学習が定着している項目や領域、課題のみられた項目や領域について記
載し、児童・生徒一人ひとりが今後どのような学習を進めれば良いかを示した結果票。

１）学力調査の実施・活用

２）指導方法の工夫・改善
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◇推進施策①－2 個に応じた学習指導の充実
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設定し、学習指導の充実を図ります。

8 学習指導要領…全国のどの地域で教育を受けても、一定の水準の教育を受けられるようにするため、文部科学省が学校
教育法等に基づき定める、各学校で教育課程（カリキュラム）を編成する際の基準。直近では、平成２９（2017）年３月
に改訂された。
9 学習指導講師…基礎・基本の確実な定着を図ることをねらいとして、ティーム･ティーチング、少人数授業や様々な教育
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により、個に応じたきめの細かい指導を行う授業形態・方法。
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学力調査結果を記録した個人票7による学習相談を実施します。また、「フォローアップワーク

シート」等を活用し、児童・生徒一人ひとりに応じた学習の充実を図ります。
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年度の指導の重点や授業改善の視点を示したもの。
7 個人票…目黒区学力調査の結果について、十分学習が定着している項目や領域、課題のみられた項目や領域について記
載し、児童・生徒一人ひとりが今後どのような学習を進めれば良いかを示した結果票。

１）学力調査の実施・活用

２）指導方法の工夫・改善

取
組
の
方
向
①

第
３
章



実施策
令和４年度

（2022）

令和５年度

（2023）

令和６年度

（2024）

令和７年度

（2025）

令和８年度

（2026）

10 ＩＣＴ機器を活用した学習の推進 充実

11 デジタル教科書・

教材の充実

学習者用
デジタル
教科書

検討 導入

教材 充実

12 プログラミング教育の実施 改定 実施

13 情報モラル教育の推進 充実

14 ＩＣＴ支援員・ＧＩＧＡ支援員の活用 充実

15 情報端末等の使用に関する指針の活用 充実

実施策
令和４年度

（2022）

令和５年度

（2023）

令和６年度

（2024）

令和７年度

（2025）

令和８年度

（2026）

17 ＩＣＴに関する指導資料等の活用
実施・
充実
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15 情報端末等の使用に関する指針の活用【教育指導課】○小○中 新規

「目黒区児童・生徒の情報端末等の使用に関する指針19」に基づき、学校と家庭が連携し、児

童・生徒が情報端末等を適切に使用できるようにします。

16 ＩＣＴ活用推進研修の充実 【教育指導課】○小○中 新規

教員一人ひとりのＩＣＴ活用能力に応じた研修を実施します。また、各学校の ICT 活用推進リ

ーダー20を中心とした校内研修を充実させ、教員のＩＣＴ活用能力の向上を図ります。

17 ＩＣＴに関する指導資料等の活用 【教育指導課】○小○中 新規
＊

「目黒区 授業改善の手引き～情報端末の利活用編～」等の指導資料を作成し、効果的な指

導事例を共有することで、各学校の ICT 機器を活用した授業改善を推進します。

19 目黒区児童・生徒の情報端末等の使用に関する指針…情報端末を介した様々なトラブルの未然防止のため、児童・生徒
が情報端末等を利用する際、危険を回避するための学校と家庭での取組に関する指針。
20 ＩＣＴ活用推進リーダー…各学校におけるＩＣＴ機器を活用した授業の推進を図る中核となる教員。

６）ＩＣＴ機器を活用した指導力の向上
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◇推進施策①－3 ＩＣＴを活用した教育の充実

５）情報活用能力の育成

国のＧＩＧＡスクール構想に基づき、児童・生徒が「いつでも」「どこでも」「だれとでも」自分に合った方法

で学習用情報端末を活用した学習を進め、学習指導要領の着実な実施とＩＣＴの活用により、情報活用能

力の向上を図ります。

10 ＩＣＴ機器を活用した学習の推進【教育指導課】○小○中 拡充

発達段階に応じた情報活用能力の育成を進めるとともに、e ラーニング13システム等のデジタ

ル教材や様々なアプリケーションを活用した、個別最適な学びと協働的な学びの実現を図ります。

11 デジタル教科書14・教材の充実 【教育指導課】○小○中 新規

指導者用デジタル教科書の活用を推進するとともに、学習者用デジタル教科書の導入に向け

て検討していきます。また、学習に効果的なデジタル教材の充実を図ります。

12 プログラミング教育15の実施 【教育指導課】○小○中 拡充

「プログラミング教育モデルカリキュラム」を改定し、発達段階に応じたプログラミング的思考の

育成を図ります。

13 情報モラル16教育の推進 【教育指導課】○小○中 拡充

「目黒区立小・中学校 情報モラル教育モデルカリキュラム」を活用し、発達段階に応じた情報

モラル教育を推進します。

14 ＩＣＴ支援員17・ＧＩＧＡ支援員18の活用 【教育指導課】○小○中 拡充

13 ｅラーニング…情報通信技術を用いて行う学び。
14 デジタル教科書…デジタル機器や情報端末向けの教材のうち、既存の教科書の内容と、それを閲覧するためのソフトウ
ェアに加え、編集、移動、追加、削除などの基本機能を備えるもの。
15 プログラミング教育…子どもたちに、コンピュータに意図した処理を行うよう指示することができるということを体験
させながら、コンピュータを活用できる知識・技能や物事を論理的に考えたり、よりよい人生や社会づくりに生かそうと
する態度を養うこと。
16 情報モラル…情報化の進展が生活に及ぼす影響を理解し、情報に関する問題に適切に対処し、積極的に情報社会に参加
しようとする創造的な考え方や態度。
17 ＩＣＴ支援員…各学校における日常的なＩＣＴ活用、授業支援・校務支援、研修等の支援を行う者。
18 ＧＩＧＡ支援員…１人１台の学習用情報端末の導入に伴う端末操作・授業展開等の初期対応について研修の実施等を通
して技術的な側面から支援を行う者。

ＩＣＴ支援員及びＧＩＧＡ支援員を配置し、教員と連携・協力しながら効果的な ICT の利活用を

進めます。



実施策
令和４年度

（2022）

令和５年度

（2023）

令和６年度

（2024）

令和７年度

（2025）

令和８年度

（2026）

10 ＩＣＴ機器を活用した学習の推進 充実

11 デジタル教科書・

教材の充実

学習者用
デジタル
教科書

検討 導入

教材 充実

12 プログラミング教育の実施 改定 実施

13 情報モラル教育の推進 充実

14 ＩＣＴ支援員・ＧＩＧＡ支援員の活用 充実

15 情報端末等の使用に関する指針の活用 充実

実施策
令和４年度

（2022）

令和５年度

（2023）

令和６年度

（2024）

令和７年度

（2025）

令和８年度

（2026）

17 ＩＣＴに関する指導資料等の活用
実施・
充実
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15 情報端末等の使用に関する指針の活用【教育指導課】○小○中 新規

「目黒区児童・生徒の情報端末等の使用に関する指針19」に基づき、学校と家庭が連携し、児

童・生徒が情報端末等を適切に使用できるようにします。

16 ＩＣＴ活用推進研修の充実 【教育指導課】○小○中 新規

教員一人ひとりのＩＣＴ活用能力に応じた研修を実施します。また、各学校の ICT 活用推進リ

ーダー20を中心とした校内研修を充実させ、教員のＩＣＴ活用能力の向上を図ります。

17 ＩＣＴに関する指導資料等の活用 【教育指導課】○小○中 新規
＊

「目黒区 授業改善の手引き～情報端末の利活用編～」等の指導資料を作成し、効果的な指

導事例を共有することで、各学校の ICT 機器を活用した授業改善を推進します。

19 目黒区児童・生徒の情報端末等の使用に関する指針…情報端末を介した様々なトラブルの未然防止のため、児童・生徒
が情報端末等を利用する際、危険を回避するための学校と家庭での取組に関する指針。
20 ＩＣＴ活用推進リーダー…各学校におけるＩＣＴ機器を活用した授業の推進を図る中核となる教員。

６）ＩＣＴ機器を活用した指導力の向上
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◇推進施策①－3 ＩＣＴを活用した教育の充実

５）情報活用能力の育成

国のＧＩＧＡスクール構想に基づき、児童・生徒が「いつでも」「どこでも」「だれとでも」自分に合った方法

で学習用情報端末を活用した学習を進め、学習指導要領の着実な実施とＩＣＴの活用により、情報活用能

力の向上を図ります。

10 ＩＣＴ機器を活用した学習の推進【教育指導課】○小○中 拡充

発達段階に応じた情報活用能力の育成を進めるとともに、e ラーニング13システム等のデジタ

ル教材や様々なアプリケーションを活用した、個別最適な学びと協働的な学びの実現を図ります。

11 デジタル教科書14・教材の充実 【教育指導課】○小○中 新規

指導者用デジタル教科書の活用を推進するとともに、学習者用デジタル教科書の導入に向け

て検討していきます。また、学習に効果的なデジタル教材の充実を図ります。

12 プログラミング教育15の実施 【教育指導課】○小○中 拡充

「プログラミング教育モデルカリキュラム」を改定し、発達段階に応じたプログラミング的思考の

育成を図ります。

13 情報モラル16教育の推進 【教育指導課】○小○中 拡充

「目黒区立小・中学校 情報モラル教育モデルカリキュラム」を活用し、発達段階に応じた情報

モラル教育を推進します。

14 ＩＣＴ支援員17・ＧＩＧＡ支援員18の活用 【教育指導課】○小○中 拡充

13 ｅラーニング…情報通信技術を用いて行う学び。
14 デジタル教科書…デジタル機器や情報端末向けの教材のうち、既存の教科書の内容と、それを閲覧するためのソフトウ
ェアに加え、編集、移動、追加、削除などの基本機能を備えるもの。
15 プログラミング教育…子どもたちに、コンピュータに意図した処理を行うよう指示することができるということを体験
させながら、コンピュータを活用できる知識・技能や物事を論理的に考えたり、よりよい人生や社会づくりに生かそうと
する態度を養うこと。
16 情報モラル…情報化の進展が生活に及ぼす影響を理解し、情報に関する問題に適切に対処し、積極的に情報社会に参加
しようとする創造的な考え方や態度。
17 ＩＣＴ支援員…各学校における日常的なＩＣＴ活用、授業支援・校務支援、研修等の支援を行う者。
18 ＧＩＧＡ支援員…１人１台の学習用情報端末の導入に伴う端末操作・授業展開等の初期対応について研修の実施等を通
して技術的な側面から支援を行う者。

ＩＣＴ支援員及びＧＩＧＡ支援員を配置し、教員と連携・協力しながら効果的な ICT の利活用を

進めます。

取
組
の
方
向
①

第
３
章



◇推進施策①－５ 理科教育の充実

９）観察・実験の充実

実施策
令和４年度

（2022）

令和５年度

（2023）

令和６年度

（2024）

令和７年度

（2025）

令和８年度

（2026）

23 理科指導者研修の実施
実施・
充実

１０）現代的な諸課題に関する教育の充実

実施策
令和４年度

（2022）

令和５年度

（2023）

令和６年度

（2024）

令和７年度

（2025）

令和８年度

（2026）

24「教科等横断的な教育推進資料」の活
用

充実

◇推進施策①－6 今日的課題に対応した教育の推進
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理科に対する興味・関心を高め、科学的リテラシー24を向上させるために、体験的な学習である観察や実

験の充実を図ります。

22 観察実験支援員25の配置・活用 【教育指導課】○小○中 継続

観察実験支援員等の活用により、観察や実験の学習を充実させ、確かな学力の定着を図りま

す。

23 理科指導者研修の実施 【教育指導課】○小○中 新規
＊

目黒区学力調査によって課題があった学習内容を中心に、授業改善のための具体的な研修を

実施し、教員の指導技術を高め、理科教育の一層の充実を図ります。

「主権者に関する教育」「消費者に関する教育」「法に関する教育」等、現代的な諸課題に対応して求めら

れる資質・能力を、各教科等の内容と関連付けながら横断的な視点で育成します。

24 「教科等横断的な教育推進資料」の活用 【教育指導課】○小○中 新規

「現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育推進資料」（「主権者教育」「ESD（持続可能な

開発のための教育）」「食に関する教育」「キャリア教育」「消費者に関する教育」「伝統や文化に関

する教育」「法に関する教育」「性教育」等）を活用し、指導の充実を図ります。

24 科学的リテラシー…自然界及び人間の活動によって起こる自然界の変化について理解し、意思決定するために、科学的
知識を使用し、課題を明確にし、証拠に基づく結論を導き出す能力。
25 観察実験支援員…理科の観察・実験活動の充実を図るため、理科室等の環境整備、理科の観察・実験活動に係る準備・
調整・片付けを行う者。

◇推進施策①－4 外国語教育の充実

７）英語授業の工夫・改善

８）英語によるコミュニケーション機会の充実

実施策
令和４年度

（2022）

令和５年度

（2023）

令和６年度

（2024）

令和７年度

（2025）

令和８年度

（2026）

21
キャンプの拡大

検討 試行実施 拡大実施中学校におけるイングリッシュ・
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小学校第１学年から、英語の音声や基本的な表現に慣れ親しむことができるよう、区独自の外国語教育

モデルカリキュラムに基づいた指導を行うとともに、体験的な活動を実施し、小・中学校９年間を通した外国

語教育を充実させます。

18 外国語指導員（ＡＬＴ）21の派遣・活用 【教育指導課】○小○中 継続

全小・中学校へＡＬＴを派遣し、ネイティブスピーカーであるＡＬＴとの直接的な会話などにより

英語学習への意欲を高め、コミュニケーション能力の向上を図ります。

19 英語４技能検定の実施・活用 【教育指導課】○中 新規

中学校第２学年全生徒を対象に英語４技能検定試験を実施します。また、その結果を活用し、

授業改善を推進します。

20 日帰り体験型英語学習事業22の実施 【教育指導課】○小○中 新規

英語を使用する楽しさや必要性を体感し、英語によるコミュニケーション機会の充実を図るた

め、小学校第６学年全児童と中学生（希望者）を対象に、日帰り体験型英語学習を実施します。

21 中学校におけるイングリッシュ・キャンプ23の拡大 【教育指導課】○中 拡充

大鳥中学校で実施している夏季休業中のイングリッシュ・キャンプを、全中学校第２学年生徒

（希望者）へ対象の拡大に向けた検討を進めます。

21 外国語指導員（ＡＬＴ）…Assistant Language Teacher の略。英語を母国語とする者で、英語の授業や外国語活動で日
本人の教員を補助する。本区では、児童・生徒の英語の発音やコミュニケーション能力、異文化理解の向上などを目的に
各小・中学校へ派遣し、授業を補助している。
22 日帰り体験型英語学習事業…東京都が開設した「英語で学ぶ」体験型英語学習施設「TOKYO GLOBAL GATEWAY
（TGG）」を活用し、普段の学習環境である教室とは異なる非日常の空間で、様々な体験型の学習をオールイングリッシ
ュで行うことにより、英語によるコミュニケーション能力、英語・異文化理解に対する興味・関心の向上を図る事業。
23 イングリッシュ・キャンプ…ＡＬＴとの宿泊活動を通じて、英語によるコミュニケーションに対する意欲と能力の向上
及び異文化の理解を図るため、夏季休業中に八ヶ岳林間学園において行う事業。



◇推進施策①－５ 理科教育の充実

９）観察・実験の充実

実施策
令和４年度

（2022）

令和５年度

（2023）

令和６年度

（2024）

令和７年度

（2025）

令和８年度

（2026）

23 理科指導者研修の実施
実施・
充実

１０）現代的な諸課題に関する教育の充実

実施策
令和４年度

（2022）

令和５年度

（2023）

令和６年度

（2024）

令和７年度

（2025）

令和８年度

（2026）

24「教科等横断的な教育推進資料」の活
用

充実

◇推進施策①－6 今日的課題に対応した教育の推進
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理科に対する興味・関心を高め、科学的リテラシー24を向上させるために、体験的な学習である観察や実

験の充実を図ります。

22 観察実験支援員25の配置・活用 【教育指導課】○小○中 継続

観察実験支援員等の活用により、観察や実験の学習を充実させ、確かな学力の定着を図りま

す。

23 理科指導者研修の実施 【教育指導課】○小○中 新規
＊

目黒区学力調査によって課題があった学習内容を中心に、授業改善のための具体的な研修を

実施し、教員の指導技術を高め、理科教育の一層の充実を図ります。

「主権者に関する教育」「消費者に関する教育」「法に関する教育」等、現代的な諸課題に対応して求めら

れる資質・能力を、各教科等の内容と関連付けながら横断的な視点で育成します。

24 「教科等横断的な教育推進資料」の活用 【教育指導課】○小○中 新規

「現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育推進資料」（「主権者教育」「ESD（持続可能な
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24 科学的リテラシー…自然界及び人間の活動によって起こる自然界の変化について理解し、意思決定するために、科学的
知識を使用し、課題を明確にし、証拠に基づく結論を導き出す能力。
25 観察実験支援員…理科の観察・実験活動の充実を図るため、理科室等の環境整備、理科の観察・実験活動に係る準備・
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実施策
令和４年度

（2022）

令和５年度

（2023）

令和６年度

（2024）

令和７年度

（2025）

令和８年度

（2026）

21
キャンプの拡大

検討 試行実施 拡大実施中学校におけるイングリッシュ・
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小学校第１学年から、英語の音声や基本的な表現に慣れ親しむことができるよう、区独自の外国語教育
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（希望者）へ対象の拡大に向けた検討を進めます。
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１１）人権教育の充実

実施策
令和４年度

（2022）

令和５年度

（2023）

令和６年度

（2024）

令和７年度

（2025）

令和８年度

（2026）

27 生命（いのち）の安全教育の実施
検討・
実施

実施・
充実

１２）教職員の人権意識の啓発
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25 人権教育推進校事業の実施 【教育指導課】○幼○こ○小○中 継続

学校や地域における人権教育推進上の諸課題に系統的、組織的に取り組み、様々な人権課題

に関わる差別意識の解消を図るための教育を推進します。

26 性的指向及び性自認に基づく困難等の解消に向けた対応の充実【教育指導課】

○幼○こ○小○中 新規

「『性的指向及び性自認に基づく困難等の解消に向けた対応指針』に基づく目黒区立学校・園

における対応マニュアル」を活用し、幼児・児童・生徒の心情に配慮した対応を行います。

27 生命（いのち）の安全教育27の実施 【教育指導課】○幼○こ○小○中 新規
＊

区立全幼稚園・こども園、小・中学校において、生命（いのち）の安全教育を実施できるよう、系

統的な学習計画や、指導案例、教材等をまとめた「生命（いのち）の安全教育の手引き」を作成し、

発達段階に応じた指導を行います。

28 人権教育研修の実施 【教育指導課】○幼○こ○小○中 継続

教職員の人権意識の醸成啓発を図るため、「目黒区人権感覚チェックシート」等を活用した人

権教育研修を実施します。また、「人権教育推進委員会だより」を人権教育の推進に活用します。

29 「目黒区体罰等根絶マニュアル」の活用 【教育指導課】○幼○こ○小○中 継続

「目黒区体罰等根絶マニュアル」を研修等で活用し、体罰は許されないものであることを指導

者一人ひとりが認識して、体罰・不適切な指導がゼロになることを目指します。

27 生命（いのち）の安全教育…発達の段階に応じて「生命（いのち）を大切にする」、性暴力等の「加害者にならない」
「被害者にならない」「傍観者にならない」ための教育。文部科学省が令和３（2021）年 4 月に子どもを性暴力の当事者
にしないための「生命（いのち）の安全教育」の教材と指導の手引きを公表した。

◇推進施策②－1 人権教育・道徳教育の推進

取組の方向② 豊かな心の育成
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豊かな心は、自他の違いを認め、他人を思いやることや自然を愛し、美しいものに感動する体験などから

はぐくまれます。人権教育・道徳教育や自然体験、国際交流や伝統・文化体験等、体験的な学習を充実させ、

子どもたちの豊かな心を育成します。

■現状・取組の必要性■

◇ 情報化、少子高齢化等の進展に伴い、新たな人権問題も生じている中、幼児・児童・生徒が他者の人

権を尊重し、人権尊重の精神を生活の中に生かしていくことが求められています。道徳教育の充実を

通して、児童・生徒が、自分はどうすべきか、自分に何ができるかを判断し、実行する手だてを考え、実

践できるようにすることが求められています。

◇ 東京都や目黒区の外国人住民は増加傾向にあります。多様なルーツをもつ全ての人々の人権が守

られ、互いの文化や生活習慣を理解し尊重し合う多文化共生社会の実現に向けて、発達段階に応じた

国際理解教育がさらに求められています。また、少子高齢化等、豊かな伝統や文化の継承が危機的な

状況にあるため、初等中等教育から、歴史、伝統、文化に対する理解を深め、これらを尊重する態度や、

文化芸術を愛好する心情、豊かな心の涵養を図ることが求められています。

◇ 産業・就業構造が大きく変化している中で、児童・生徒が、将来社会人、職業人として自立していくた

めの教育の推進が求められています。発達段階に応じて、人、社会、自然、文化と関わるボランティア

活動を通して、他者と積極的にコミュニケーションする能力や態度を身に付け、将来の仕事に対する関

心・意欲を高めるとともに、自己実現に向けて努力する意欲等を養うことが求められています。

◇ 都市化が進んだ結果、都市部を中心に、地域とそこに居住している者との関わりは、希薄化している

といわれています。目黒区に対する誇りと愛情、目黒区の一員としての自覚をもつ機会や、体育や文化

について日常の学習の成果を発揮する場や、美しい芸術を共に体験し、感動を分かち合う機会が求め

られています。

本区では、「目黒区子ども条例26」を制定するなど人権に関する諸施策を展開しています。学校教育にお

いては、自分の大切さとともに他の人の大切さを認め、相互理解と連帯意識を培い、あらゆる差別や偏見

をなくすため、子どもたちの発達段階に応じた人権教育を推進します。また、研修の実施等により、教員の

意識啓発に努めます。

また、いじめは、重大な人権侵害であり、絶対に許されない行為であるとの認識の下、一人ひとりの子ど

もがお互いを尊重し、大切にする教育を推進します。

26 目黒区子ども条例…子どもの権利を尊重することが、未来を担う子どもの生きる力をはぐくみ、子どもと大人が共に創
る豊かな地域社会の形成につながるという考えの下、平成１７（2005）年に制定した条例。条例の全文はホームページ
（右コード）でご覧になれます。

道徳教育については、「特別の教科 道徳」を要とした学校の教育活動全体を通じ、子どもたちが道徳的

諸価値の理解を基に自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深めら

れるよう取り組みます。
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検討・
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○幼○こ○小○中 新規
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27 生命（いのち）の安全教育27の実施 【教育指導課】○幼○こ○小○中 新規
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区立全幼稚園・こども園、小・中学校において、生命（いのち）の安全教育を実施できるよう、系

統的な学習計画や、指導案例、教材等をまとめた「生命（いのち）の安全教育の手引き」を作成し、

発達段階に応じた指導を行います。

28 人権教育研修の実施 【教育指導課】○幼○こ○小○中 継続

教職員の人権意識の醸成啓発を図るため、「目黒区人権感覚チェックシート」等を活用した人

権教育研修を実施します。また、「人権教育推進委員会だより」を人権教育の推進に活用します。

29 「目黒区体罰等根絶マニュアル」の活用 【教育指導課】○幼○こ○小○中 継続

「目黒区体罰等根絶マニュアル」を研修等で活用し、体罰は許されないものであることを指導

者一人ひとりが認識して、体罰・不適切な指導がゼロになることを目指します。

27 生命（いのち）の安全教育…発達の段階に応じて「生命（いのち）を大切にする」、性暴力等の「加害者にならない」
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はぐくまれます。人権教育・道徳教育や自然体験、国際交流や伝統・文化体験等、体験的な学習を充実させ、

子どもたちの豊かな心を育成します。

■現状・取組の必要性■

◇ 情報化、少子高齢化等の進展に伴い、新たな人権問題も生じている中、幼児・児童・生徒が他者の人

権を尊重し、人権尊重の精神を生活の中に生かしていくことが求められています。道徳教育の充実を

通して、児童・生徒が、自分はどうすべきか、自分に何ができるかを判断し、実行する手だてを考え、実

践できるようにすることが求められています。

◇ 東京都や目黒区の外国人住民は増加傾向にあります。多様なルーツをもつ全ての人々の人権が守

られ、互いの文化や生活習慣を理解し尊重し合う多文化共生社会の実現に向けて、発達段階に応じた

国際理解教育がさらに求められています。また、少子高齢化等、豊かな伝統や文化の継承が危機的な

状況にあるため、初等中等教育から、歴史、伝統、文化に対する理解を深め、これらを尊重する態度や、

文化芸術を愛好する心情、豊かな心の涵養を図ることが求められています。

◇ 産業・就業構造が大きく変化している中で、児童・生徒が、将来社会人、職業人として自立していくた
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心・意欲を高めるとともに、自己実現に向けて努力する意欲等を養うことが求められています。

◇ 都市化が進んだ結果、都市部を中心に、地域とそこに居住している者との関わりは、希薄化している

といわれています。目黒区に対する誇りと愛情、目黒区の一員としての自覚をもつ機会や、体育や文化

について日常の学習の成果を発揮する場や、美しい芸術を共に体験し、感動を分かち合う機会が求め
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る豊かな地域社会の形成につながるという考えの下、平成１７（2005）年に制定した条例。条例の全文はホームページ
（右コード）でご覧になれます。

道徳教育については、「特別の教科 道徳」を要とした学校の教育活動全体を通じ、子どもたちが道徳的

諸価値の理解を基に自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深めら

れるよう取り組みます。

取
組
の
方
向
②

第
３
章



- 19 - 

◇推進施策②－２ 国際社会に対応する教育の推進

35 海外の学校との交流 【教育指導課】○小○中 継続

海外の友好都市（中国北京市東城区、韓国ソウル特別市中浪区）との賀状交換や東城区及び

米国ジョージア州チェロキー郡との書画作品交流などを行います。国際的な視野を広め、共に生

きていくための態度を養います。

36 外国の学校や留学生、大使館員等との交流活動への支援【教育指導課】○小○中 継続

区内にある大学等の留学生や大使館員の方などを迎えた交流会等を支援します。

37 日本語指導の実施 【教育指導課】○小○中 継続

日本語国際学級や日本語教室設置校における指導のほか、大学との連携・協力による日本語

指導を実施します。

38 日本語指導担当者間の情報共有 【教育指導課】○小○中 継続

日本語指導を担当する指導者を対象にした担当者連絡会を開催し、資質・能力の向上を図り

ます。

39 能・狂言師派遣事業（体験ワークショップ）の実施 【教育指導課】○小 継続

能・狂言師を派遣した体験ワークショップを全小学校で実施し、日本の伝統・文化に直接触れ

る機会を創出します。

40 和楽器・茶華道体験教室の実施 【教育指導課】○小 継続

楽器体験ワークショップの実施を通して、演奏を聴いたり、和楽器に触れたりします。

また、茶華道体験教室により、礼儀作法やおもてなしの心を学びます。

１５）国際交流事業の充実

１６）日本語指導の充実

１７）伝統と文化に関する教育の推進

小・中学校において、各教科、「特別の教科 道徳」、特別活動や総合的な学習の時間等を通して行われ

る国際理解教育の中で、外国との交流活動や伝統文化に関する学習を推進します。

また、帰国児童・生徒や外国籍の児童・生徒などを対象とした日本語指導の充実を図ります。

【いじめ問題を考えるめぐろ子ども会議の様子】 【令和３（２０２１）年度いじめ防止啓発ポスター】

１３）道徳教育の充実

１４）いじめ防止の教育の充実
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30 道徳授業地区公開講座の実施 【教育指導課】○小○中 継続

31 組織的な道徳教育の充実【教育指導課】○小○中 継続

道徳教育推進教師が中心となって道徳教育を推進するとともに、学級担任だけでなく、学年担

当者等がローテーションで授業を行うなど、道徳授業の充実を図ります。

32 いじめ問題を考えるめぐろ子ども会議の実施 【教育指導課】○小○中 継続

中学校区ごとに「いじめ問題を考えるめぐろ子ども会議」を実施し、児童・生徒による意見交換

を通して、いじめのない学校を目指そうとする態度を育てます。

33 いじめ防止啓発ポスター・リーフレットの作成・配付 【教育指導課】○小○中 継続

いじめの未然防止に向けて、児童・生徒が主体的に取り組む意識を高めるため、いじめ防止

啓発ポスター・リーフレットを作成し、配付します。

34 学校生活アンケート等の実施・活用 【教育指導課】○小○中 新規

いじめの早期発見と対応を促進するため、学校生活アンケート及び「よりよい学校生活と友

達づくりのためのアンケート（hyper-QU）28」を実施し、活用します。

28 よりよい学校生活と友達づくりのためのアンケート（hyper-QU）…学級における生活意欲や満足度、ソーシャルスキ
ルの状況について質問紙調査をすることで、児童・生徒一人ひとりの学級での居心地の良さを知り、いじめ問題の早期発
見と対応を促進するとともに、学級経営上の一助とする。

「特別の教科 道徳」の授業を公開し、保護者・区民との意見交換会を実施します。
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◇推進施策②－４ 連合行事等の充実

【連合音楽会の様子】

【演劇鑑賞教室の様子】

44 福祉体験活動、ボランティア活動の推進 【教育指導課】○小○中 継続

目黒区社会福祉協議会や福祉施設等と連携した福祉体験活動や各学校のボランティア活動

を推進します。

30 特別支援学級…小学校、中学校等において、障害のある児童・生徒に対し、障害による学習上又は生活上の困難を克服
するために設置される学級。

２０）連合行事・鑑賞教室の実施

45 連合行事の実施 【教育指導課】○幼○こ○小○中 継続

連合音楽会（小学校第５学年、中学校第２学年）、中学校連合体育大会（全中学生）、連合展覧

会「めぐろの子どもたち展」（全幼児・児童・生徒）を実施します。また、特別支援学級30（知的・肢

体）の児童・生徒を対象に特別支援学級連合運動会を実施します。

46 鑑賞教室の実施 【教育指導課】○小○中 継続

音楽鑑賞教室（小学校第６学年、中学校第３学年）、演劇鑑賞教室（小学校第６学年）を実施し

ます。

自他の良さを見付け合い、自己の成長を振り返り、積極的に自己を伸長しようとする態度を養うため、互

いの運動や演奏を見合う連合行事を実施します。多様な文化や芸術に親しみ、豊かな情操をはぐくむため、

プロフェッショナルの楽団の演奏や劇団の演技を鑑賞します。

◇推進施策②－３ 体験学習の充実

【八ヶ岳林間学園での登山の様子】 【興津自然学園での磯観察の様子】

１８）自然宿泊体験教室事業の実施

１９）体験活動の充実

- 20 - 

自然宿泊体験教室29や職場体験・ボランティア活動を行うことを通して、自然や生命を尊重する心や他人

への思いやりのある心をはぐくみ、主体的に進路を選択決定する態度や意欲を培うなど、豊かな人間性や

豊かに生きるための価値観を養います。

42 友好都市（角田市・気仙沼市・金沢市）での実施 【学校運営課】○小○中 継続

教育交流の一環として、自然宿泊体験教室を友好都市で実施し、現地小・中学校との交流活

動や地域の歴史、文化の学びを通じ、相互理解を深めます。

なお、角田市での自然宿泊体験教室は東日本大震災の影響により休止しており、再開時期は

引き続き検討していきます。

43 職場体験の実施 【教育指導課】○中 継続

社会の一員としての自覚を促すとともに、望ましい社会性や勤労観・職業観を育成するため、

区内にある事業所等と連携し、中学校第２学年で職場体験を実施します。

41 八ヶ岳林間学園・興津自然学園での実施 【学校運営課】○小○中 継続

教育活動の一環として、自然環境を生かした体験活動と集団生活を通じ、自立心や規範意識

等の育成を図るため、区有施設である八ヶ岳林間学園（山梨県北杜市）、興津自然学園（千葉県

勝浦市）を拠点とした自然宿泊体験教室（宿泊型校外学習）を実施します。

29 自然宿泊体験教室…教育課程の一環として、学校内における日常的な指導では十分な効果をあげることができない内容
について学習するため、小学校第４学年から中学校第１学年までを対象とし、小学校第４・６学年が興津自然学園（千葉
県勝浦市）を、小学校第５学年と中学校第１学年が八ヶ岳林間学園（山梨県北杜市）を拠点に実施している。また、本区
の友好都市である宮城県角田市（現在休止中）、気仙沼市及び石川県金沢市を拠点に教育交流を交えた行事を実施してい
る。
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